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自然共生サイトの紹介

• 自然共生サイトとは
• 自然共生サイト認定で得られるメリット
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 新型コロナウイルス感染症の拡大や2050年カーボンニュートラルに向けた国の政策展開等、我が国を取り巻く状況の
変化を受け、令和６年３月12日に第９期北海道総合開発計画が閣議決定。

 主要施策の一つとして、「自然共生社会・循環型社会の形成」があり、そのうち＜重点的に取り組む施策＞として
「○生物多様性の保全 ネイチャーポジティブの考え方に基づく30by30目標の達成期に向けた官民の連携

（30by30アライアンス）」を行うとしている。

出典：北海道開発局ホームページ

第9期北海道総合開発計画における30by30の位置づけ
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自然共生サイトと３０by３０の概要
 我が国の生物多様性国家戦略を改定し、2030年までの「ネイチャーポジティブ」の実現のため、陸と海の30%以上を
保全する「30by30」の目標を掲げた。

 目標達成には、国立公園等の保護地域の拡張に加え、里地里山、企業緑地や都市の緑地等の身近な自然など、
OECMの設定促進が必要。

自然共生サイト保護区域

【OECMとは？】
保護地域以外で人々の生業や民間の自発的
な取組によって自然が守られている地域な
ど、生物多様性保全に資する身近な自然

OECMに設定

保護区域だけでは
30by30の達成困難

身近な自然による
対応策も必要

・国立公園など法律により設定

・環境省が認定

・民間の活動等によって生物多様
性の保全が図られている区域

出典：環境省資料「30by30の概要」
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３０by３０の目標と現状

出典：環境省資料「30by30の概要」
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３０by３０の達成方法

【OECMとは？】
保護地域以外で人々の生業や民間の自発的な取組に
よって自然が守られている地域など、生物多様性保全
に資する身近な自然

保護区域だけでは
30by30の達成困難

身近な自然による
対応策も必要

自然共生サイト保護区域

OECMに設定

・国立公園など法
律により設定

・環境省が認定

・民間の活動等によって生物多様
性の保全が図られている区域

出典：環境省資料「30by30の概要」
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３０by３０の達成方法

出典：環境省資料「30by30の概要」
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３０by３０の達成方法

出典：環境省資料「30by30の概要」
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OECMとは？

出典：環境省資料「30by30の概要」
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OECMとは？

出典：環境省資料「30by30の概要」
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自然共生サイト認定で得られるメリット
 企業など：「増進活動実施計画書」を作成すれば、活動促進等のためのインセンティブとして、自然共生サイトを支援
した者に「支援証明書」を発行する制度（TNFD等への対応に活用できるよう設計）や、専門家派遣等を検討中。

 市町村などの主体：「連携増進活動実施計画」の認定を受ければ、クラウドファンディングによる集金やふるさと納税の
活用など、経済的な支援を受けられる。
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